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1. 授業の概要（ねらい）
本講義は「経営学演習Ⅰ・Ⅱ」の研究計画書を基に、教員の指導のもと、研究テーマ及び研究対象を決めて修士論文を執
筆する。①調査（質問紙調査もしくはインタビュー調査）の実施、②調査結果の分析、③分析結果の解釈と仮説の検証、
④研究結果の整理と今後展開の検討などの段階を経て、修士論文として成果をまとめていく。また、修士論文の執筆にあ
たり、データの保管・整理方法を身に着けることも目的とする。

2. 授業の到達目標
２年間を通し修士論文を完成させることを目標とする。具体的な到達目標は下記の通りである。
・自主的に研究テーマを設定し、研究を遂行することができる。
・自分の研究テーマ及び仮説に適する調査手法を用い、調査を実施することができる。
・調査結果を分析・解釈し、問題を整理することができる。
・自分の研究内容を第三者に理解できるように説明することができる。
・建設的な批判を踏まえながらディスカッションすることができる。

3. 成績評価の方法および基準
出席及び講義中の質疑応答、議論　50%
授業内での発表（4〜5回程度）　50%

4. 教科書・参考文献
参考文献
石黒　圭（2012）
　『論文・レポートの基本』　日本実業出版社
轟亮・杉野勇（編）（2021）
　『入門・社会調査法〔第4版〕: 2ステップで基礎から学ぶ』　法律文化社
古谷嘉一郎・村山綾（編）（2022）　『やってみよう！実証研究入門』 　ナカニシヤ出版

5. 準備学修の内容
修士論文執筆に向けて、各自の研究に取り組むこと。具体的には、調査の実施、分析、結果の解釈、論文の執筆など。
授業内での発表に向けて、自分の研究内容を整理し、まとめること。
第9回目、第24回目授業をオンラインで実施する予定である。ただし、授業の進捗状況により変更する可能性がある。その
場合は、授業内で連絡する。

6. その他履修上の注意事項
修士論文の完成に向けて、自主的かつ継続的に研究に取り組むこと。
大学院で学ぶことはその場限りのものではなく、その後の自分の強みとなるものであることを意識し、積極的に知識やスキ
ルの吸収に努めて欲しい。

7. 授業内容
【第１回】 イントロダクション・講義の全体構成の解説
【第２回】 発表（１）：修士論文執筆にむけての研究計画について
【第３回】 発表（２）：修士論文執筆にむけての研究計画について
【第４回】 発表（３）：修士論文執筆にむけての研究計画について
【第５回】 発表（４）：演習参加者の研究発表
【第６回】 発表（５）：演習参加者の研究発表
【第７回】 発表（６）：演習参加者の研究発表
【第８回】 発表（７）：演習参加者の研究発表
【第９回】 発表（８）：演習参加者の研究発表（オンライン授業）
【第10回】 発表（９）：演習参加者の研究発表
【第11回】 発表（１０）：演習参加者の研究発表
【第12回】 発表（１１）：演習参加者の研究発表
【第13回】 発表（１２）：演習参加者の研究発表
【第14回】 中間発表会（１）：修士論文の構成について
【第15回】 中間発表会（２）：修士論文の構成について
【第16回】 発表（１３）：夏期休暇中の研究成果について
【第17回】 発表（１４）：夏期休暇中の研究成果について
【第18回】 発表（１５）：夏期休暇中の研究成果について
【第19回】 発表（１６）：演習参加者の研究発表
【第20回】 発表（１７）：演習参加者の研究発表
【第21回】 発表（１８）：演習参加者の研究発表
【第22回】 発表（１９）：演習参加者の研究発表
【第23回】 発表（２０）：演習参加者の研究発表
【第24回】 発表（２１）：演習参加者の研究発表（オンライン授業）
【第25回】 発表（２２）：演習参加者の研究発表
【第26回】 発表（２３）：演習参加者の研究発表
【第27回】 発表（２４）：演習参加者の研究発表
【第28回】 発表（２５）：演習参加者の研究発表
【第29回】 最終発表会（１）：修士論文の発表



【第30回】 最終発表会（２）：修士論文の発表


